
活動報告 四季の森公園「自然を訪ねて～秋の実りと草花たち」 

 

日 時：2023年 10月 22日（日）13:00～15:00 晴れ 

場 所：四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 21名、JFIKスタッフ 4名 

 

絶好の観察会日和で、定員プラス 1名の参加人数となりました。 

 

 

  

 

 
カツラの実と種子 

 

↑北口広場で色づき始めたカツラを観察していま

す。雌株には実（袋果）が成っていて、落ちた実の

中には翼のある種子がたくさん入っていました。 

 

←アキニレの実を観察しています。北口広場では、

エノキの赤黒い実や、小さな葉をつけた小枝ごと

風に舞わせるケヤキの実なども観察しました。 

アキニレはカツラと違い、

実に翼がついています。 

 



  

 

 

                 

 

近くの人達は拾ったホオノキの葉や実を、左奥ではしゃがんでゲンノショウコを観察しています。 

 
ツリフネソウの実をつついて種子を飛ばして 

遊んでいます。↖実がはじけた後。 

ナツツバキの実を拾って、中の種子を観察。 

ごく小さな翼があるようです、 

 

 

ゲンノショウコの花と実→ 

トゲトゲヒッツキムシの 

ヌスビトハギとベタベタ 

ヒッツキムシの実をつけ 

るヤブタバコを見ていま 

す。この辺りには、同じく 

粘着物質で動物に付着する 

実(痩果)をつけるコヤブ 

タバコとガンクビソウも 

ありました。 

 

ズボンに付いた 

ヌスビトハギの節果 

ユウガギク 



園内では、ほかにも多くの草花が実をつけていました。 

   

トネアザミの痩果      コセンダングサの瘦果      センニンソウの瘦果 

 

   

ツクバトリカブトの袋果      コバノカモメヅルの袋果      トキリマメの豆果 

 

 

ソシンロウバイ 

の実を観察 

 


